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＜領
りょういき

域：医
いりょうてき

療的ケア＞

問
もんだい

題 59　次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，喀
かくたんきゅういんとう

痰吸引等を実
じっし

施する訪
ほうもんかいごじぎょうしょ

問介護事業所として登
とうろく

録する

ときに，事
じぎょうしょ

業所が行
おこな

うべき事
じこう

項として，正
ただ

しいものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　登
とうろくけんしゅうきかん

録研修機関になる。

2　医
い し

師が設
せっち

置する安
あんぜんいいんかい

全委員会に参
さんか

加する。

3　喀
かくたんきゅういんとうけいかくしょ

痰吸引等計画書の作
さくせい

成を看
か ん ご し

護師に依
いらい

頼する。

4　介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）の文
ぶんしょ

書による指
し じ

示を受
う

ける。

5　医
いりょうかんけいしゃ

療関係者との連
れんけいたいせい

携体制を確
かくほ

保する。

問
もんだい

題 60　次
つぎ

のうち，呼
こきゅうきかん

吸器官の部
ぶ い

位の説
せつめい

明に関
かん

する記
きじゅつ

述として，正
ただ

しいものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　鼻
びくう

腔は，上
じょうよう

葉・中
ちゅうよう

葉・下
かよう

葉に分
わ

かれている。

2　咽
いんとう

頭は，左
さゆう

右に分
ぶんき

岐している。

3　喉
こうとう

頭は，食
た

べ物
もの

の通
とお

り道
みち

である。

4　気
きかん

管は，空
くうき

気の通
とお

り道
みち

である。

5　肺
はい

は，腹
ふくくうない

腔内にある。

医
いりょうてき

療的ケア
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問
もんだい

題 61　次
つぎ

のうち，痰
たん

の吸
きゅういん

引の準
じゅんび

備に関
かん

する記
きじゅつ

述として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　吸
きゅういんき

引器は，陰
いんあつ

圧になることを確
かくにん

認する。

2　吸
きゅういん

引びんは，滅
めっきん

菌したものを用
ようい

意する。

3　吸
きゅういん

引チューブのサイズは，痰
たん

の量
りょう

に応
おう

じたものにする。

4　洗
せんじょうすい

浄水は，決
き

められた消
しょうどくやく

毒薬を入
い

れておく。

5　清
せいじょうめん

浄綿は，次
じ あ え ん そ さ ん

亜塩素酸ナトリウムに浸
ひた

しておく。

問
もんだい

題 62　次
つぎ

のうち，経
けいかんえいよう

管栄養で起
お

こるトラブルに関
かん

する記
きじゅつ

述として，最
もっと

も適
てきせつ

切な

ものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　チューブの誤
ごそうにゅう

挿入は，下
げ り

痢を起
お

こす可
かのうせい

能性がある。

2　注
ちゅうにゅうそくど

入速度が速
はや

いときは，嘔
おうと

吐を起
お

こす可
かのうせい

能性がある。

3　注
ちゅうにゅうぶつ

入物の温
おんど

度の調
ちょうせいふりょう

整不良は，脱
だっすい

水を起
お

こす可
かのうせい

能性がある。

4　注
ちゅうにゅうぶつ

入物の濃
のうど

度の間
まちが

違いは，感
かんせん

染を起
お

こす可
かのうせい

能性がある。

5　 注
ちゅうにゅうちゅう

入 中 の姿
しせい

勢の不
ふりょう

良は，便
べんぴ

秘を起
お

こす可
かのうせい

能性がある。
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問
もんだい

題 63　Ｅさん（75 歳
さい

，女
じょせい

性）は，介
かいごろう じ ん ふ く し し せ つ

護老人福祉施設に入
にゅうしょ

所している。脳
のうこうそく

塞

（cerebral infarction）の後
こういしょう

遺症があり，介
か い ご ふ く し し

護福祉士が胃
い

ろうによる経
けいかんえいよう

管栄養を行
おこな

っ

ている。

ある日
ひ

，半
は ん ざ い

座位で栄
えいようざい

養剤の 注
ちゅうにゅう

入 を開
かいし

始し，半
はんぶんていど

分程度を 順
じゅんちょう

調 に 注
ちゅうにゅう

入 したとこ

ろで，体
たいちょう

調に変
か

わりがないかを聞
き

くと，「少
すこ

しお腹
なか

が張
は

ってきたような気
き

がする」

とＥさんは答
こた

えた。意
いしき

識レベルや顔
かおいろ

色に変
へんか

化はなく，腹
ふくつう

痛や嘔
おうき

気はない。

次
つぎ

のうち，介
か い ご ふ く し し

護福祉士が看
かんごしょくいん

護職員に相
そうだん

談する前
まえ

に行
おこな

う対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切な

ものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　嘔
おうと

吐していないので，そのまま様
ようす

子をみる。

2　仰
ぎょうがい

臥位（背
は い が い

臥位）にする。

3　腹
ふくぶ

部が圧
あっぱく

迫されていないかを確
かくにん

認する。

4　注
ちゅうにゅうそくど

入速度を速
はや

める。

5　栄
えいようざい

養剤の 注
ちゅうにゅう

入 を 終
しゅうりょう

了 する。


